
 
 

                                      2018年 4月 9日 

アジア競技大会のドーピング検査、医薬品等の持ち込み 

 

1. ドーピング検査に関して 

選手に対してドーピングチェックは抜き打ちで実施されます。 

 

①  ドーピングに関する情報は JADA (日本アンチドーピング機構) のページをご覧ください。 

http://www.playtruejapan.org/ 

 

②  禁止薬物一覧です。 

http://www.realchampion.jp/assets/uploads/2017/06/2017_ProhibitedList_JP.pdf 

 

③  禁止薬物を治療などで使用している場合、TUE 申請（治療使用特例）を必ず行います。 

   http://www.realchampion.jp/process/tue 

 

④  携行医薬品、携行医療機器は 4 月 23 日までに JCBL から JOC へ申請が必要です。 

心当たりのあるかたは、まずはご相談ください。 

医薬品の申請項目と記入例 

・Name of product(薬品名) ⇒ Tamiflu 75mg,(タミフル 75mg) 

・Function(機能、働き) ⇒ antibiotics(抗生物質) 

・Manufacturer (メーカー) ⇒ Chugai Pharmaceutical Co.Ltd (中外製薬) 

   ・Category（薬品の区分） ⇒ Tablet (錠剤)  

・Total（携行量） ⇒ 10 box (10 ケース) 

   ・Quantity(単位当たりの量) ⇒50 tablet per box (1 ケースに錠剤 50 個) 

 

  ⑤ ドーピングや薬の専門家 JADA 公認フォーマシストが全国で 6,300 人います 

   http://www.realchampion.jp/knowledge/medicine 

 

  ⑥ メディカルチェックの日に、アンチドーピング対応の時間があります。 

気になるかたは、その日に質問を行ってください。 

その日にドーピング検査が行われる可能性の有無は分かりません。 
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2. 対応について 

    

気になることがあるかたはまずはご連絡ください 

 

禁止薬物の心配のあるかた、携行医薬品・医療機器を考えているかたは、以下の対応でお願いします。 

 

① 携行医薬品・携行医療機器を考えているかたは、ご連絡ください。申請の必要の有無を確認し、必要な

物の申請を行います。（4 月 23 日締め切り） 

 

② 禁止薬物の心配のあるかたは、自分の担当医に禁止薬物一覧を見せて、自分の薬が該当するか相談

して下さい。 

 

③ メディカルチェックの日に薬や事情をご相談ください。（メディカルチェックは 5 月中） 

 

④ 専門家フォーマシストにご相談ください。 

 

⑤ 禁止薬物の使用が判明した場合、TUE 申請を行って、使用できるようにします。 

 

 

                                                               以上 


